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〔
箱
根
町
の
議
会
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
〕

　
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
な
ど

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

通
勤
の
範
囲
の
改
正
な
ど
、
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
箱
根
町
保
育
所
条
例
の
一
部
改

正
〕

　
平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
休
止

し
て
い
た
二
ノ
平
保
育
園
に
つ
い

て
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め

廃
止
す
る
こ
と
に
と
も
な
い
、
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
箱
根
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
〕

　
水
道
料
金
債
権
の
消
滅
時
効
の

適
用
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
に

お
い
て
新
た
な
判
決
が
な
さ
れ
た

こ
と
に
と
も
な
い
、
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
多
数
）

〔
箱
根
町
部
等
設
置
条
例
の
制
定
〕

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
総

務
企
画
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
お
よ
び
観

光
環
境
常
任
委
員
会
と
連
合
審
査

と
な
っ
て
い
た
こ
の
議
案
は
、
委

員
長
報
告
と
同
様
に
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
多
数
）

〔
箱
根
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
〕

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
総

務
企
画
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
お
よ
び
観

光
環
境
常
任
委
員
会
と
連
合
審
査

と
な
っ
て
い
た
こ
の
議
案
は
、
委

員
長
報
告
と
同
様
に
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
多
数
）

〔
箱
根
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
〕

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
お
よ

び
部
等
設
置
条
例
が
制
定
さ
れ
た

こ
と
に
と
も
な
い
、
所
管
事
項
の

見
直
し
な
ど
、
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
　（
賛
成
多
数
）

〔
箱
根
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
〕

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
と

も
な
い
、
委
員
会
に
よ
る
議
案
の

提
出
な
ど
、
規
則
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
旧
東
芝
保
養
所
、
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
計
画
中
止
を
求
め
る
請
願
書
〕

　
こ
の
請
願
は
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
て
総
務
企
画
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
引

き
続
き
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

〔
箱
根
町
議
会
常
任
委
員
会
調
査

特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議
〕

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
お
よ

び
箱
根
町
部
等
設
置
条
例
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
4
名

の
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
こ
の
決

議
案
は
採
択
さ
れ
、
こ
の
委
員
会

で
、
効
率
的
か
つ
合
理
的
な
運
営

に
対
応
し
た
常
任
委
員
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
　
　
　（
賛
成
多
数
）

〔
議
員
の
派
遣
〕

　
町
議
会
会
議
規
則
の
規
定
に
よ

り
、
神
奈
川
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
「
常
任
委
員
会
正
副
委
員
長
・

事
務
局
長
研
修
会
（
5
月
28
日
／

神
奈
川
自
治
会
館
）」
へ
3
常
任

委
員
会
の
正
副
委
員
長
、
6
名
を

派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
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補
正
予
算

継
続
審
査

決
　
　
議

議
会
条
例

議
員
派
遣

“議会を傍聴してみませんか”“議会を傍聴してみませんか”“議会を傍聴してみませんか”
　議会は、公開を原則にしていますので、どなたでも本会議の

傍聴をすることができます。

　町政を身近に知るためにも、議会の傍聴をおすすめします。

　傍聴を希望される方は、本会議の当日、議会事務局で受付簿

に住所、氏名などを記入していただくだけで、結構です。

　詳しいことは、議会事務局までお尋ねください。

〔
平
成
18
年
度
箱
根
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）〕　

　
歳
入
歳
出
に
2,698
万
9,000
円
を
追
加

し
、
総
額
を
86
億
3,253
万
5,000
円
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
平
成
18
年
度
箱
根
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）〕　

　
歳
入
歳
出
に
281
万
3,000
円
を
追
加

し
、
総
額
を
16
億
4,346
万
7,000
円
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
平
成
18
年
度
箱
根
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）〕

　
歳
入
歳
出
に
81
万
9,000
円
を
追
加

し
、
総
額
を
7
億
8,708
万
1,000
円
に
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

パークアンドライド（早雲山）

　
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

１
　
大
涌
谷
の
交
通
渋
滞

の
現
状
や
原
因
な
ど
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

２
　
昨
年
10
月
に
実
施
し
た
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
社
会
実
験

の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か

３
　
今
後
の
交
通
渋
滞
を
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か

　
1
点
目
に
つ
い
て
、
大

涌
谷
は
観
光
ピ
ー
ク
期
に

な
る
と
、
1
日
約
2,000
台
近

く
の
車
両
が
流
入
し
て
く
る
が
、

駐
車
場
の
収
容
能
力
は
、
バ
ス
7

台
・
乗
用
車
146
台
に
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
需

要
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
渋
滞

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
2
点
目
に
つ
い
て
、
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
を
実
施
し
た
6
日
間

の
利
用
台
数
は
、
357
台
で
利
用
者

数
は
913
人
で
あ
り
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
乗
り
継
い

だ
利
用
者
の
方
か
ら
は
、
渋
滞
も

な
く
、
満
足
度
の
高
い
回
遊
が
で

き
た
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
が
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
な
ど
を
乗
り
継
い

で
大
涌
谷
に
向
っ
た
利
用
者
か
ら

は
、
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、
満
足

度
の
高
い
回
答
は
い
た
だ
け
な
か
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　
3
点
目
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

平
成
19
年
度
に
お
い
て
も
、
渋
滞

の
緩
和
効
果
や
本
格
実
施
に
向
け

た
実
施
課
題
の
把
握
を
目
的
に
、

湖
尻
方
面
か
ら
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
の
社
会
実
験
、
大
涌
谷
駐

車
場
の
時
間
料
金
制
の
検
証
、
そ

し
て
大
涌
谷
湖
尻
自
然
探
勝
路
を

活
用
し
た
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ウ
ォ
ー

ク
の
社
会
実
験
な
ど
を
実
施
し
、

平
成
20
年
度
末
ま
で
に
大
涌
谷
の

交
通
渋
滞
の
緩
和
に
向
け
て
の
具

体
的
な
方
策
を
取
り
ま
と
め
る
も

の
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
も
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
利
用
者
の
9
割
以
上
の
方

が
「
よ
い
」
と
回
答
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
格
実
施
を
す
れ
ば
効

果
が
期
待
で
き
る
の
で
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

１
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
や
、
使
用
料
の
更

改
・
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
の

こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
と
そ
の

結
果
に
つ
い
て

２
　
各
種
新
税
（
都
市
計
画
税
等
）

の
導
入
に
つ
い
て
の
検
討
や
、

新
た
な
税
財
源
を
ど
の
よ
う
に

求
め
て
い
く
の
か

３
　
合
併
を
選
択
し
な
か
っ
た
多

く
の
自
治
体
の
行
政
改
革
に
対

す
る
所
見
と
今
後
こ
れ
ら
の
自

治
体
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

参
考
に
さ
れ
る
の
か

　
1
点
目
に
つ
い
て
、
ま

ず
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
」
で
あ
る
が
、
専
門

部
会
で
は
、
調
査
・
研
究
項
目
と

し
て
、
福
祉
部
門
77
項
目
、
環
境

部
門
3
項
目
、
教
育
部
門
16
項
目
、

そ
の
他
9
項
目
の
計
105
項
目
を
あ

げ
、
そ
の
う
ち
平
成
15
年
度
に
は

21
項
目
、
16
年
度
に
は
16
項
目
の

計
37
項
目
に
つ
い
て
、
箱
根
町
と

県
西
地
域
2
市
7
町
と
さ
ら
に
当

時
の
修
善
寺
町
の
事
業
内
容
の
比

較
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
本
年
1
月
に

議
員
の
皆
さ
ん
に
も
配
付
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
使
用
料
の
更
改
・
受
益

者
負
担
に
つ
い
て
の
検
討
内
容
で

あ
る
が
、「
使
用
料
、
手
数
料
等
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
」
専
門
部

会
に
お
い
て
、「
町
が
行
う
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
特
定
の
方

が
利
益
を
受
け
る
」
こ
と
と
位
置

付
け
、
そ
の
受
益
の
範
囲
内
で
当

該
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
し
て
、

応
分
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

料
金
改
定
の
際
に
、
統
一
的
な
計

算
方
法
に
よ
り
試
算
す
る
方
法
と

し
て
町
内
全
課
に
指
示
し
て
お
り
、

近
隣
の
類
似
施
設
の
料
金
も
考
慮

す
る
な
ど
、
他
の
要
素
も
考
え
て

料
金
設
定
を
し
て
い
る
。

　
2
点
目
に
つ
い
て
、「
各
種
税

の
導
入
」
専
門
部
会
に
お
い
て
、

①
既
存
の
税
の
中
で
町
が
導
入
し

て
い
な
い
税
（
都
市
計
画
税
の
導

入
）
②
新
規
に
考
え
ら
れ
る
税
の

導
入
③
既
存
の
税
の
税
率
改
正
の

3
点
に
つ
い
て
研
究
を
し
た
も
の

で
あ
り
、
い
ず
れ
の
方
法
に
つ
い

て
も
、
そ
の
使
途
を
明
確
に
し
、

期
限
を
区
切
り
、
さ
ら
に
は
、
最

も
重
要
な
の
は
、
納
税
者
の
理
解

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な

ど
、
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー

ド
ル
が
い
く
つ
も
あ
る
が
、
町
と

し
て
は
、
新
税
の
導
入
よ
り
も
、

既
存
税
目
の
超
過
負
担
を
納
税
者

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
を
す
る
ほ
う

が
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
3
点
目
に
つ
い
て
、
行
政
に
は

そ
れ
ぞ
れ
地
域
性
・
特
殊
性
と
い

う
中
で
の
産
業
構
造
な
ど
の
違
い

も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
中
で
各
市

町
村
に
お
い
て
は
、
行
政
改
革
を

行
い
、
財
政
再
建
に
向
け
自
立
し

た
市
町
村
と
し
て
努
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
本
格
的
な
人
口
減
少
期

を
迎
え
る
中
、
今
後
も
箱
根
町
が

現
在
の
行
政
水
準
を
維
持
し
な
が

ら
自
主
自
立
の
道
を
歩
ん
で
い
く

た
め
に
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
行
政

改
革
が
避
け
て
は
通
れ
な
い
と
考

え
ら
れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
相

応
の
理
解
を
お
願
い
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

大
涌
谷
に
お
け
る

交
通
渋
滞
に
つ
い
て

土地
利用

QA

箱
根
町
の

財
政
運
営
と
経
営
に
つ
い
て

企画
財務

QA


